


明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
八
幡
神
社
に
つ
き
ま
し
て
は
日
頃
よ
り

種
々
ご
高
配
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

令
和
の
御
大
礼
を
奉
祝
し
執
り
進
め
て
お

り
ま
す
御
造
替
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
令

和
元
年
十
一
月
十
九
日
、
御
神
霊
を
仮
殿

に
お
遷
し
し
御
造
替
工
事
が
本
格
的
に
開

始
さ
れ
、
お
よ
そ
二
年
を
要
し
社
殿･

社

務
所
お
よ
び
参
集
殿
の
工
事
が
完
了
し
、

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日
に
本
殿
遷
座
祭

を
斎
行
し
、
新
殿
に
御
神
霊
に
お
鎮
ま
り

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
稻
荷
社･

人

麿
社･

祖
霊
社
の
御
造
営
お
よ
び
境
内
整

備
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
庚

申
社
の
御
造
営
等
一
部
を
残
し
完
了
し
、

昨
年
八
月
十
一
日
竣
功
奉
告
祭
を
執
り
行

い
、
引
き
続
き
同
十
五
日
に
は
新
社
殿
に

お
き
ま
し
て
初
め
て
大
祭
式
を
斎
行
い
た

し
ま
し
た
。

御
造
替
工
事
開
始
当
初
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
発
生
の
報
を
耳
に
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
我
々
の
生
活
を
一
変
さ
せ
る
よ

う
な
事
態
と
な
る
と
は
い
さ
さ
か
も
感
じ

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
未
だ
完
全
収
束

に
至
る
状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
こ

の
三
年
以
上
に
及
ぶ
御
造
替
事
業
に
支
障

は
な
く
、
滞
り
な
く
竣
功
で
き
ま
し
た
こ

と
は
偏
に
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
、
ま
た
工
事
関
係
者
の
皆
様
の

ご
尽
力
に
よ
る
こ
と
と
衷
心
よ
り
御
礼
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

今
後
は
よ
り
一
層
の
御
神
徳
の
発
揚
に
努

め
て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
の
で
、
多
く

の
皆
様
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
清
し
く
ご

参
拝
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
五
年
の
干
支
は
『
癸み

ず
の
と
う卯』
と

な
り
ま
す
。『
癸

み
ず
の
と』

は
雨
や
露
、
霧
な
ど

大
地
を
潤
す
恵
み
の
水
を
表
す
と
と
も
に

物
事
の
終
わ
り
と
始
ま
り
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
『
卯う

』
は
門
を
無
理
に
押

し
開
け
て
中
に
入
り
込
む
さ
ま
を
表
し
、

植
物
が
成
長
し
地
面
を
覆
う
よ
う
に
な
っ

た
状
態
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、『
癸
卯
』
は
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
花

開
き
、
実
り
始
め
る
と
い
う
縁
起
の
良
い

さ
ま
を
表
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
ま
た

卯
（
う
さ
ぎ
）
は
跳
躍
す
る
姿
か
ら
、「
飛

躍
」
や
「
向
上
」
を
想
起
さ
せ
、
そ
の
穏

や
か
で
温
厚
な
性
質
か
ら
、「
家
内
安
全
」

の
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
五
癸
卯
年
に
は
人
々
が
様
々
な
不
安

か
ら
解
き
放
た
れ
、
平
和
で
豊
か
な
実
り

あ
る
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
願
う
次
第

で
す
。

疫
病
の
蔓
延
や
世
界
中
の
無
益
な
争
い
が

一
日
も
早
く
終
息
し
、
か
つ
て
の
平
穏
な

日
常
が
訪
れ
ま
す
こ
と
、
ま
た
氏
子
崇
敬

者
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

竣功奉祝祭にご奉仕いただいた神職の皆様竣功奉祝祭にご奉仕いただいた神職の皆様

盆踊り（令和 4年 8月 11 日）盆踊り（令和 4年 8月 11 日）大祭式大祭式



破
魔
矢
の
起
源
は
そ
の
年
の
作
物
の
豊
凶

を
占
う
た
め
に
行
わ
れ
て
き
た
弓
射
で
あ

る
と
言
わ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
以
降
は
子

供
の
成
長
の
無
事
を
祈
る
縁
起
物
と
し
て

装
飾
を
施
し
た
弓
と
矢
が
男
児
の
初
正
月

や
初
節
句
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は

破
魔
矢
は
魔
を
破
り
、
災
厄
を
祓
う
縁
起

物
と
し
て
お
正
月
に
社
頭
で
頒
布
さ
れ
て

い
ま
す
。
神
棚
や
床
の
間
な
ど
清
浄
な
場

所
に
飾
り
ま
し
ょ
う
。

一
般
的
に
お
み
く
じ
は
個
人
の
運
勢
や
吉

凶
を
占
う
た
め
に
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
神

社
に
よ
っ
て
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
占
い
と
は
、
物
事
の
初
め
に
当

た
っ
て
先
ず
は
御
神
慮
を
仰
ぎ
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
物
事
を
懸
命
に
遂
行
し
よ
う
と

す
る
信
仰
の
表
れ
と
言
え
ま
す
。
つ
ま
り

破
魔
矢
に
つ
い
て

破
魔
矢
に
つ
い
て

お
み
く
じ
に
つ
い
て

お
み
く
じ
に
つ
い
て

お
み
く
じ
は
単
に
吉
凶
判
断
を
目
的
と
し

て
引
く
の
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
を
今
後

の
生
活
指
針
と
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

厄
年
は
人
の
一
生
の
中
で
も
様
々
な
災
難

に
あ
い
や
す
い
年
齢
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
は
負
の
側
面
が
強
い
で
す
が
、

本
来
厄
年
は
、
晴
の
年
齢
と
考
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。厄
年
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、

地
域
社
会
に
お
い
て
一
定
の
地
位
を
得
る

こ
と
を
示
し
、
宮
座
へ
の
加
入
や
神
輿
担

ぎ
を
行
う
な
ど
、
神
事
に
多
く
関
わ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
心
身
を
正
常

に
保
ち
、
言
動
を
慎
む
行
動
を
す
る
必
要

が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
数
え
年
で
は
、
新

年
を
迎
え
る
正
月
に
年
を
取
る
の
で
正
月

に
厄
祓
い
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

厄
年
の
年
齢
に
な
り
ま
し
た
ら
厄
祓
い
や

厄
除
け
の
御
祈
願
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

数
え
年
は
、
元
日
か
ら
誕
生
日
の
前
日
ま

で
は「
満
年
齢
＋
２
才
」、そ
れ
以
降
は「
満

年
齢
＋
１
才
」
で
計
算
し
ま
す
。

日
本
に
は
一
年
を
通
し
て
多
く
の
節せ

っ
く供
が

あ
り
ま
す
が
、
年
が
明
け
て
最
初
の
節
供

は
、人じ

ん
じ
つ日
の
節
供
（
一
月
七
日
）
と
い
い
、

七な
な
く
さ種

の
節
供
、ナ
ナ
ク
サ
と
も
呼
び
ま
す
。

七
種
類
の
野
菜
を
お
粥
に
し
た
七
草
粥
を

食
べ
て
、
一
年
間
の
無
病
息
災
を
願
う
日

本
の
伝
統
的
な
風
習
で
す
。こ
の
風
習
は
、

中
国
か
ら
伝
わ
り
ま
し
た
が
、日
本
に
も
、

正
月
初
め
て
の
子
の
日
に
若
菜
を
摘
む
野

遊
び
の
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
が

交
わ
り
、
平
安
時
代
に
は
七
草
粥
を
食
べ

て
い
た
と
さ
れ
ま
す
。
地
方
に
よ
っ
て
組

み
合
わ
せ
は
様
々
で
す
が
代
表
的
な
春
の

七
草
は
、
セ
リ･

ナ
ズ
ナ･

ゴ
ギ
ョ
ウ･

ハ
コ
ベ
ラ･

ホ
ト
ケ
ノ
ザ･

ス
ズ
ナ･

ス

ズ
シ
ロ
で
す
。

家
庭
に
ご
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
、
一
般
的

に
は
五
十
日
を
忌
中
と
し
て
故
人
を
偲

び
、
お
祭
り
を
遠
慮
し
ま
す
が
、
忌
が
明

け
れ
ば
、
通
常
の
生
活
に
戻
り
ま
す
。
忌

の
期
間
が
正
月
を
ま
た
ぐ
場
合
は
忌
が
明

け
て
か
ら
お
神
札
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
な

お
、親
族
の
方
が
な
く
な
ら
れ
た
場
合
は
、

お
葬
式
を
出
し
た
お
家
で
な
け
れ
ば
、
通

常
の
お
ま
つ
り
を
し
て
も
問
題
は
な
い
で

し
ょ
う
。

忌
中
の
お
正
月

忌
中
の
お
正
月

人
日
の
節
供

人
日
の
節
供

厄
年
に
つ
い
て

厄
年
に
つ
い
て

令和５年の厄年
前　厄 本　厄 後　厄

男

性

２４才（辰） ２５才（卯） ２６才（寅）

平成１２年生 平成１１年生 平成１０年生

４１才（亥） ４２才（戌） ４３才（酉）

昭和５８年生 昭和５７年生 昭和５６年生

６０才（辰） ６１才（卯） ６２才（寅）

昭和３９年生 昭和３８年生 昭和３７年生

女

性

１８才（戌） １９才（酉） ２０才（申）

平成１８年生 平成１７年生 平成１６年生

３２才（申） ３３才（未） ３４才（午）

平成  ４ 年生 平成  ３ 年生 平成  ２ 年生

３６才（辰） ３７才（卯） ３８才（寅）

昭和６３年生 昭和６２年生 昭和６１年生
※年齢は数え年です



平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）

東
日
本
大
震
災
発
災

ユ
ッ
ケ
集
団
食
中
毒
事
件

小
笠
原
諸
島
が
世
界
自
然
遺
産
に
登
録

平
泉
の
歴
史
的
建
造
物
群
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

民
主
党
野
田
佳
彦
内
閣
発
足

歴
史
的
円
高
、
一
時
一
ド
ル
七
十
五
円
三
十
二
銭

稀
勢
の
里
寛
が
大
関
に
昇
進

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）

携
帯
電
話
番
号
十
一
桁
化

日
産
自
動
車
、
仏
ル
ノ
ー
と
資
本
提
携

武
蔵
丸
光
洋
が
第
六
十
七
代
横
綱
に
昇
進

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
成
立

ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
予
言
と
世
紀
末
ブ
ー
ム

国
旗
国
歌
法
成
立

ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
嵐
が
デ
ビ
ュ
ー

マ
カ
オ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
中
国
へ
返
還

パ
ナ
マ
運
河
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
パ
ナ
マ
へ
返
還

ミ
レ
ニ
ア
ム
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
世
界
各
地
で
開
催

【
誕
生
】
堀
米
雄
斗
、
永
瀬
廉
、
橋
本
環
奈

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）

N
T
T
が
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
開
始

ゴ
ッ
ホ
の
「
ひ
ま
わ
り
」
が
五
十
三
億
円
で
落
札

国
鉄
が
分
割
、
民
営
化
さ
れ
J
R
七
社
発
足

有
明
コ
ロ
シ
ア
ム
完
成

釧
路
湿
原
が
国
立
公
園
に
指
定

お
ニ
ャ
ン
子
ク
ラ
ブ
解
散

巨
人
江
川
卓
、
現
役
引
退

日
本
航
空
完
全
民
営
化

【
誕
生
】
市
原
隼
人
、
香
椎
由
宇
、
松
下
洸
平
、
織
田

信
成
、
長
澤
ま
さ
み
、
セ
イ
キ
ン
、
三
浦
大
知
、
絢
香
、

倉
科
カ
ナ

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）

ザ
・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
引
退
表
明

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
設
立

サ
イ
ゴ
ン
陥
落
に
よ
り
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結

集
団
就
職
列
車
、
運
行
終
了

英
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
、
ク
イ
ー
ン
初
来
日

佐
藤
栄
作
元
首
相
死
去

三
木
首
相
、
終
戦
記
念
日
に
靖
国
神
社
参
拝

昭
和
天
皇
、
ア
メ
リ
カ
を
公
式
訪
問

【
誕
生
】
相
川
七
瀬
、
吉
瀬
美
智
子
、
船
木
和
喜
、

ア
レ
ッ
ク
ス
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
、
米
倉
涼
子
、
伊
藤
英
明
、

さ
か
な
ク
ン
、
谷
亮
子
、
四
代
目
市
川
猿
之
助

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）

国
産
ア
ニ
メ
第
一
号
「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
放
送
開
始

大
河
ド
ラ
マ
放
送
開
始

エ
デ
ィ
ッ
ト
・
ピ
ア
フ
死
去

伊
藤
博
文
肖
像
の
新
千
円
札
発
行

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺
事
件

力
道
山
死
去

新
種
米
サ
サ
ニ
シ
キ
開
発

【
誕
生
】
河
野
太
郎
、
川
合
俊
一
、
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ョ
ー

ダ
ン

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）

第
一
回
N
H
K
紅
白
歌
合
戦
放
送

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
、
G
H
Q
最
高
指
令
官
を
解
任

力
道
山
プ
ロ
レ
ス
デ
ビ
ュ
ー

日
本
青
年
会
議
所
設
立

旧
日
米
安
保
条
約
締
結

貞
明
皇
后
崩
御

日
本
航
空
設
立

【
誕
生
】
沢
松
和
子
、
も
ん
た
よ
し
の
り
、
中
村
雅
俊
、

あ
だ
ち
充
、
大
田
卓
司
、
竹
中
平
蔵
、
ジ
ャ
ン
ボ
鶴
田
、

忌
野
清
志
郎
、
浅
茅
陽
子
、
三
宅
裕
司
、
モ
ト
冬
樹
、

藤
圭
子
、
山
下
真
司

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）

第
一
次
近
衛
内
閣
総
辞
職

横
綱
双
葉
山
の
連
勝
が
六
十
九
で
ス
ト
ッ
プ

全
国
の
招
魂
社
を
護
国
神
社
に
改
称

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件

第
二
次
世
界
大
戦
勃
発

【
誕
生
】
ち
ば
て
つ
や
、
か
ま
や
つ
ひ
ろ
し
、
佐
久
間

良
子
、
髙
田
賢
三
、
水
島
新
司
、
菊
池
武
夫
、
コ
シ

ノ
ジ
ュ
ン
コ
、
加
藤
み
ど
り

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

大
正
天
皇
大
喪

片
岡
蔵
相
失
言
、
昭
和
金
融
恐
慌
の
発
端

岩
波
文
庫
創
刊

芥
川
龍
之
介
自
殺

火
災
専
用
電
話
番
号
が
一
一
二
か
ら
一
一
九
に

東
京
六
大
学
野
球
中
継
開
始

早
稲
田
大
学
大
隈
講
堂
竣
功

日
本
初
の
地
下
鉄
が
開
通
（
上
野
〜
浅
草
）

【
誕
生
】
堤
清
二
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
イ
ヨ
ー
ル
、
綿
貫

民
輔
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
ム
ー
ア

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）

第
一
次
世
界
大
戦
、
独
が
英
本
土
を
空
爆

米
国
が
ハ
イ
チ
を
占
領

第
一
回
全
国
中
等
学
校
優
勝
野
球
大
会
開
幕

三
毛
別
羆
事
件

済
生
会
芝
病
院
開
設

【
誕
生
】
二
葉
あ
き
子
、
市
川
崑
、
三
笠
宮
崇
仁
親
王
、

フ
ラ
ン
ク
・
シ
ナ
ト
ラ
、
エ
デ
ィ
ッ
ト
・
ピ
ア
フ

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）

中
央
本
線
笹
子
ト
ン
ネ
ル
開
通

日
比
谷
公
園
開
園

第
一
回
大
会
ツ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
開
催

ラ
イ
ト
兄
弟
、
人
類
初
の
動
力
飛
行
に
成
功

【
誕
生
】
香
淳
皇
后
、金
子
み
す
ゞ
、サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
、

ア
ラ
ム
・
ハ
チ
ャ
ト
ゥ
リ
ア
ン
、
棟
方
志
功

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）

エ
ジ
ソ
ン
、
キ
ネ
ト
ス
コ
ー
プ
発
明

大
津
事
件

日
本
鉄
道
、
上
野
〜
青
森
開
通

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
創
立

【
誕
生
】
栗
林
忠
道
、
近
衛
文
麿

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）

蓬
萊
橋
（
静
岡
県
島
田
市
大
井
川
）
竣
功

琉
球
藩
廃
止
、
沖
縄
県
設
置

東
京
招
魂
社
が
靖
國
神
社
に
改
称

エ
ジ
ソ
ン
、
白
熱
電
球
を
発
明

【
誕
生
】
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
滝
廉

太
郎
、
大
正
天
皇
、
永
井
荷
風

慶
応
二
・
三
年
（
一
八
六
七
）

徳
川
慶
喜
、
第
十
五
代
征
夷
大
将
軍
に
就
任

孝
明
天
皇
崩
御

明
治
天
皇
即
位

徳
川
昭
武
、
渋
沢
栄
一
ら
パ
リ
万
博
視
察

米
国
、
露
帝
国
よ
り
ア
ラ
ス
カ
購
入

坂
本
龍
馬
、
中
岡
慎
太
郎
暗
殺

【
誕
生
】
夏
目
漱
石
、
豊
田
佐
吉
、
サ
イ
・
ヤ
ン
グ
、

フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
、
幸
田
露
伴
、
正
岡
子
規
、

マ
リ
・
キ
ュ
リ
ー
、
伊
東
忠
太

卯
年
の
出
来
事
卯
年
生
ま
れ
の
有
名
人

卯
年
の
出
来
事
卯
年
生
ま
れ
の
有
名
人

西
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八
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